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政施の度年
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昭
和
三
十
四
年
度
予
算
案
そ
の
他
者
審
議
レ
、

同
年
度
の
施
策
の
犬
綱
を
決
め
る
大
村
市

暗

雲

一一一月
定
例
会
は
二
一
一
月
十
一百

翼

さ

れ、

当
初
二
十
五
日
ま
で
の
会
期
で
警
に

手
小

入
り
ま
し
た
が
、
二
回
の
会
開
延
長
を
し
て
多
数
の
議
案
を
事
議
決
定
し
、
三
十
日
閉
会

昭

し
ま
し
た
二
二
月
十
一
言
の
套
識
に
お
い
て
大
村
市
長
は
昭
和
三
十
四
年
度
一

般
施
政

方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
奮
闘
お
よ
び
と
わ
議
会
で
議
決
さ
れ
た
一ニ
十
四
年

度
の

一
般
、
特
別
会
計
予
算
の
概
要
な
ら

υに
議
開
議
摂
、
そ
の
他
お
も
な
審
議
事
項
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

(
庶
務
課
)

多
目
的
ダ
ム
の
完
成
に
期
待
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m年
7
月
災
害
復
旧
は
大
部
を
完
了

教
育
費
を
ど
増
加

昭
和
三
十
四
年
度
施
政
方
針
説
明

(
要
旨
)

昭
和
三
十
三
年
度
の
最
終
議
会
に
当
り
昭
和
一
二
十
四
年
度
当
初
予

算
に
つ
い
て
税
明
の
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
と
と
そ
欣
快
に
存
ず

る
尺
第
で
あ
り
ま
す
。

ず
約

一
千
三
百
万
円
の
繰
越
金

一す
が
、
鱗
会
を
は
じ
め
、
市
同
各

を
出
す
乙
と
が
で
き
た
の
で
あ
一
位
の
ど
理
解
あ
る
ご
協
力
に
よ
り

り

ま

す

。

一

ま

し

て

、

ど

一つ
に
か
、
収
支
の
パ

ま
た
、
昭
和
一一一十
三
年
度
も
災
一
ラ
ン
ス
は
保
て
る
も
の
と
思
っ
て

害
復
旧
の
た
め
に
、
財
政
的
に
も
一
い
ま
す
。

一大
打
撃
を
受
け
た
の
で
あ
り
ま

発日】“u
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日
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ゆ
一

:

て
、
賄
う
と
と
老
基
本
と
い
た
し

U
一

健

全

財

政

を

堅

持

一
ま
し
た
関
係
上
、
そ
の
事
業
の
大

一一

一

さ
て
問
和
三
十
四
年
度
当
初
予
一
部
分
を
昨
年
に
引
続
き
、
災
害
復

帰

一
算
編
北
に
当
っ
て
は
鰹
全
財
政
を

一旧
事
業
並
び
に
そ
の
関
連
事
業
に

一
堅
持
す
る
た
め
、
年
度
当
初
に
確

一限
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
結
果
と
な

り
一
定
レ
得
る
財
源
の
範
囲
内
に
お
い
一
っ
た
の
で
あ
り
ま
す。

現
刊

日一鰍

1
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劇
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マυ
4
和
町
西
和
e

b
昭

都
市
計
画
税
も
考
慮

ー

、

川
昭
和
三
十
四
年
一
%
、
滞
納
級
越
分
四
凶

・
六
%
を

t

1

1

-

川
"
ノ

川
慶
一
般
A
E
計
の
歳
一
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

山
長

川
人
の
主
な
る
も
の

一

。

。

。

"
4
E
川

に
つ
い
て
申
し
上一
一

つ
ぎ
に
都
市
計
画
税
に
つ
き
ま

げ
ま
す
と
、

中JA
ず
市
税
で
は
普
通
一
一し
て
は
、
と
乙
に
計
上
い
た
し
ま

税
に
拘
い
て
一
億
二
千一

一百
八
十
一

旧
費
は
九
千
五
百
四
十
六
万
円

一五
万
三
千
円
で
前
年
度
に
比
べ
百

一し
た
事
情
笠
宮
申
し
上
げ
た
い

で
あ
り
、
予
算
総
額
の
約
二
四

一
七
十
八
万
七
干
円
の
減
と
な
っ
て

一と
存
じ
ま
す
。

%
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

一お
り
ま
す
が
、
と
れ
は
滞
納
繰
越

一

ど
承
知
の
と
お
り
悶
和
三
十
一
額
の
調
定
額

ω減
少
、
並
び
に
木
一

一
年
度
五
財
政
再
建
法
の
適
用
一材
引
取
税
の
税
率
の
変
更
に
よ
る

一

を
受
け
、
今
年
度
は
四
年
目
に
一
減
牧
等
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す

一

な
る
わ
げ
で
あ
り
ま
す
が
、
単
一
な
お
、
現
年
度
分
は
調
定
額
二

年
度
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
十
一億

一千
八
十
三
万
戸
千
円
、
滞
納
一

一
年
度
一に
約
八
百
七
十
万
向
、
一
繰
越
見
込
額
一
千
四
百
五
十
二
万
一

昭
和
三
十
二
年
度
に
お
い
て
は
一

一一
一千
円
で
あ
り
ま
す
が
、
牧
人
見

宋
曾
有
の
水
害
に
も
か
か
わ
ら
一

日
額
に
お
い
て
は
現
年
度
分
九
六

線、
〈伏額
盆1!9
復雪
旧 f
費よ
は C
24 ~) 
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ま
ず

一
般
会
計

に
つ
い
て
、
そ
の

概
要
を
申
し
述
べ

ま
す
と
、
総
額
四

億
五
十
六
万
五
千

円
で
前
年
度
当
初

予
門
し
比
べ
一
億
二
一
寸
七
百
六
十

，
パパ
千
同
の
誠
と
な
っ
て
お
り

ゴU
J
d

f
a

れ
は
災
害
復
旧
の
進
捗
に
よ

一

一た
め
で
、
今
年
度
の
災
害
復

…般会計

皆
様
方
も
既
に
ご
承
知
の
と

お
り
、
本
市
は
昭
和
三
十
二
年

度
か
ら
他
刊
に
先
ん
じ
て
、
市

民
税
所
得
割
の
準
拠
率
そ
適
用

し
ま
し
て
市
民
各
位
の
負
担
軽

減
に
努
力
し
て
来
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
本
年
度
も
さ
り
に
卒

年
度
準
拠
率
に
税
率
の
改
辻
を

い
た
レ
た
い
間
存
で
条
例
の

一

で
あ
り
ま
す
。

総
合
計
画

部
改
正
小
提
案
し
て
い
る
と
と

ろ
で
あ
り
ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
本
市
は
財

政
再
建
的
途
上
に
あ
り
ま
す
の

で
、
他
の
消
費
的
経
費
は
極
度

に
規
制
し
な
が
ら、

併
せ
て
税

負
担
腕
減
に
努
め
る
P
同
時
に

特
質
的
事
業
の
拡
充
に
留
意
し

て
参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

都
市
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、

あ
ろ
程
度
の
負
担
は
ま
ぬ
が
れ

な
い
と
こ
ろ
で
、
既
に
大
部
分

の
都
市
が
目
的
税
者
創
設
レ
て

ど
し
ど
し
都
市
建
設
事
業
を
進

め
て
い
る
と
と
は
皆
様
も
ど
承

知
の
こ
と
と
存
じ
交
す
。

る
乙
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で

市
と
し
ま
し
で
も‘

と
れ
に
積

都
的
に
協
力
し
て
、
と
の
事
業

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
農
林
省
に
お
い
て
昭

和
三
十
一
年
度
か
広
実
施
さ
れ

十
ゴ
一
年
度
に、

北
、
西
地
域
の

啓
発
計
両
樹
立
を
行
っ
て
来
ま

し
た
が
、
本
年
度
は
残
り
の
中

央
、
南
地
域
が
指
定
地
域
に
嗣

ス
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の

で
、
引
続
き
協
議
会
の
結
成
、

啓
発
、
総
合
計
画
を
行
い
た
い

水
の
高
度
利
用
を
推
進

ま
し
て
か
ら
さ
A
に
実
施
す
る
よ

う
予
定
レ
て
お
り
ま
す
。

建

築

関

係

で
、
公
営
住
宅

建
設
に
つ
い
て
は
、
現
在
韓
設

省
と
折
衝
中
で
あ
り
ま
し
て、

第
二
国
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
四
十
六
声
分
を
建
設
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
公
園
お
よ
び
街

路
樹
、
保
安
灯
、
市
公
営
住
宅

の
維
持
費
、
庁
舎
等
営
繕
費
は

そ
の
必
要
最
小
限
の
も

ωを
計

ヒ
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

に
は
具
体
的
に
都
市
計

画

を

樹

が

、
目
下
調
杏
研
究
申
で
あ
り
ま

立
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
一

事

務

改

善

に

も

努

力

一す
。

と
こ
ろ
で
左
ざ
い
ま
す。

一

、

一
合
法
的
に
敏
速
に
じ
か
も
能
率

さ
ら
に
下
水
道
計
画
、
あ
る
一
消
費
的
経
授
、
特
に
人
件
費
に
一
向
上
と
い
っ
た
面
か
ら
ζ
の
業
務

い
は
不
良
住
宅
の
改
築
等
、
な
一つ
い
て
は
極
力
そ
の
増
大
を
避
け

一
を
遂
行
じ
よ
う
と
す
-る
た
め
に
は

お
懸
案
の
事
項
に
つ
い
て
も
今
一
し
か
も
能
率
の
向
上
場
期
し
た
い
一事
務
上
に
お
け
ス
出
向
械
鼎
具
わ
購

後
国
庫
補
助
そ
の
他
財
源
の
見
一
と
考
え
、
今
年
度
は
特
に
計
一倒
的

一入
や
帳
一
県
小
統
一
と
い
っ
た
も
の

通
し
を
ま
っ
て
実
現
に
努
力
い
一
に
職
員
の
研
修
を
強
化
す
る
考
え

一が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

た
し
た
い
と
思
い
、
計
画
を
進
一
で
あ
り
ま
す
。

一ζ
の
た
め
さ
A
に
慎
重
に
検
討
す

め
て
お
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一

か
ね
て
本
市
の
行
政
事
務
改
善

一
べ
き
点
が
多
い
の
で
当
初
予
算
に

以
下
昭
和
三
十
四
年
度
に
お
け

一に
つ
き
ま
し
て
は
昨
年
か
民
事
務

一は
調
寄
費
と
し
て
十
五
万

一
千
円

る
施
策
の
大
要
に
つ
い
て
申
し
述

一周
を
殻
置
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の

一
を
計
上
い
た
レ
ま
し
た。

べ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

二

部
は
実
施
に
移
し
て
お
り
オ
す

一

市
道
を
整
備
吹
修

(
建
設
関
係
〕

歩
道
幣
備
費
百
四
十
五
万
円
、

さ
ら
に
都
市
水
利
施
設
整
備
と

し
て
藤
の
川
排
水
路
三
百
六
十

米
五
百
七
十
万
円
合
せ
て
千
四

百
六
十
九
万
円
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
乙
れ
以
外
の
都
市
計
画

事
業
に
つ
き
ま
し
で
も
、
国
の

内
示
お
よ
び
財
源
の
許
す
範
囲

に
お
い
て
、
年
度
申
途
に
追
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

t

』
』
川
つ
ぎ
に
歳
出
に
つ

ー
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t
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川
い
て
申
し
上
げ
ま
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M
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昭
和

三

十

三

年

度

つ

ぎ

に
昭
和
三
十
四
年
度
に

に
く
ら
べ
総
額
に
お
い
て
は
、
一
お
け
る
本
市
の
総
合
計
画
に
つ

億
二
干
七
百
六
十
六
万
八
千
円
の

い
て
一
言
申
し
上
げ
ま
す
。

減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
主
な
今
や
本
市
発
展
の
兆
は
年
を

も
の
は
、
土
木
費
の
六
千
五
百
六

追
っ

て
見
る
べ
き
も
の
が
あ
り
て
い
る
多
良
明
開
発
調
査
も
佐
と
思
っ
て
い
ま
す
。

十
六
万
五
千
円
の
減
、
産
業
経
済
ま
す
が
、
現
在
郡
川
の
水
の
利

賀
県
を
も
含
め
大
規
模
開
発
と
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
そ
も

費
の
六
千
九
百
四
十
三
万
九
千
円
用
は
一
一
二
%
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が

レ

て
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
が
三

そ
も
昭
和
十
七
年
軍
都
整
備
の

の
減
で
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
本
年
度
か
ら
い
よ
い
よ
工

事

に

十

四
年
度
は
農
業
用
タ
ム
の
基

一
環
と
し
て
計
阿
せ
ら
れ
、
そ

災
害
復
旧
の
進
捗
に
伴
う
減
で
あ

着

手

さ

れ
る
郡
川
多
目
的
ダ
ム

穂
調
査‘
経
済
効
果
、用
地
取
得
の
径
昭
和
二
十
六
年
、
全
国
的

り
ま
す
。

の
農
業
用
水
の
必
要
量
調
査
と

経

営

類
型
等
の
決
定
が
行
わ
れ
に
計
画
を
変
更
し
現
在
は
乙
の

ま
た
半
面
、
増
加
の
分
を
見
と
も
に
、
下
流
域
に
お
い
て
地

ま
す
の
で
、
と
れ
に
つ
い
て
も
計
画
に
基
い
て
幣
備
ぞ
実
施
し

ま
す
と
、
そ
の
主
な
も
の
は
、

下
浸
透
に
浪
費
さ
れ
る

量

を

調

協

力
し
調
査
を
進
め
た
い
と
考
て
お
り
ま
す
が
、
乙
の
計
画
も

教
育
費
の
百
十
九
万
一
千
円
で

査
し
井
堰
や
用
水
路
の
改
良
と

え

て

い

ま

す
。

お
よ
そ
十
年
を
経
た
今
日
に
お

と
れ
は
主
と
し
て
小
、
申
学
校
排
水
路
の
改
良
計
画
を
樹
て
、

新
聞四山
漁
村
態
設
計
画
に
つ

い
て
は
、
再
検
討
を
要
す
る
時

の
欠
食
児
童
生
徒
に
対
す
る
保
利
用
率
を
さ
ら
に
高
め、

開
発

い
て
は
い
ま
全
倒
的
に
展
開
さ
期
と
考
え
ま
し
て
、
昭
和
三
十

護
措
置
の
強
佑
に
伴
う
増
加
と
す
る
乙
と
を
目
的
と
し
て
農
林

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
三
年
度
に
お
い
て
各
積
の
調
査

需
用
費
の
増
額
を
は
か
っ
た
の
省
に
お
い
て
調
査
が
実
施
さ

れ

が

当

市

に
お
い
て
は、

昭
和
一
ニ
を
い
た
し
、
い
よ
い
よ
本
年
度

都 次関るるの業も
市思第係都自発を従そ
H いで条市的展 ー 来と
画ま と 例言十でと歩ので
閉すざの商I 、文I'JU消本
業にレ提税と化進間休j
の 、ま案を ωのし的に
財現 9 を創日向て者1.¥お
糠 :在 。い設 的上市市き
もま たす税を民言十ま
ーで しべで期経闘し
般は たくあす済事て

四万仁三市
百十吐お十税結 次七枚十 よ 二価る都そ的 り不迫はの経
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団
員
の
手
…
富
噌
額

〔消
防
関
係
〕

消
防
関
係
で
は
本
市
消
防
団
員

は
犠
牲
的
精
神
券
売
閉
し
て
消
防

活
動
に
従
弔
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
が
、
そ

パヅ報
酬
は
県
下
の

他
市
に
比
べ
低
額
で
あ
り
ま
す
の

で
、
精
神
面
i
お
よ
ほ
す
影
響
を

君
雄
ぃ・た
f
J

ま
し

τ、
財
ぽ

η
杵

す
限
り
増
額
や
図
る
と
と
に
い
た

し
ま
し
た
n

乙
の
ヤ
面
、
消
防
活
動
に
支

障
ぞ
与
え
ヘ
い
似
岐
に
あ
い
て

消
防
凶
剖
ヴ
実
的
を
減
少
し
た

い
と
ぢ
リA
r-
-
J

ま
j

o

消
防
装
仰
は
、
南
ペ
ポ
ン
プ

自
動
単
十

一行
、
え
山
動
刈
ポ

ン
プ

，…口
、
小
山川
動
り
ポ
ン
プ

十

-
庁
、
J

斗
l
v
H
ム川
、
さ
ら

曹

に
災
川
町
仙
'
判
俄
h
'

、
消
防

一川
へ
つ
づ
く
}



同
月

日
は
望
太
子
の
糾

成
婚
を
祝
し
て
国
旗
ぞ
備
げ
ま
し
ょ
う
。

(
一
面
か
ら
つ
づ
き
)

一

間
揮
単
一

台
で
あ
り
、
著
し
く

一

消
防
の
威
力
春
期
大
し
て
い
る一

の
で
あ
り
ま
す
が
、

と
の
う
ち
一

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
九
台
、

手
一

引
動
力
ポ
ン
プ
三
台
は
既
に
更
一

新
の
時
期
に
達
し
て
い
る
状
態

一

で
あ
り
ま
す
の
で
、
消
防
組
織

一

欠
食
児
童
の
解
消

へ

畜
産
の
振
興
に
つ
い
て
は
百
一
以
上
を
実
施
し
た
い
と
計
画
し
て

一

そ
の
他
国
、
県
の
補
助
事
業

一

室
作
物
に
つ
い
て
は
各
関
係
一
八
十
万
八
千
余
円
を
予
算
に
計
一
お
り
、
そ
の
た
め
五
千
四
百
四
十

一

お
よ
び
融
資

事

務

室

長

社

会

教

育

関

係

長

一雪

警

警

告

適
地
一
上
し
て
お
り
ま
す

。

一

八

万

八

千

円

雲

上

い

た

し

て
お

一
術
お
よ
び
裏

面

長

い
て、

年
間
様
青
少
年
、
成
人
、
崎
人
会
一
農
村
関
係
で
は
ま
ず
三
十
二
年
一適
産
の
奨
励
に
努
め
た
い
と
思
っ

一

と

の
た
び
新
た
に
畜
産
五
ヵ
一
り
ま
す
。

一

相
当
の
困
難
が
伴
い
ま
す
の
で

そ
の
他
一
般
の
義
向
上
の
た
め
す
火
害
復

旧

完
了
ぞ
ま

し、

併
一て
お
り
ま
す
。

一

年

計

事
実
行
に
移
し
、
費
、
一
単
独
災
害
復
旧
事
業
は
復
旧
可一

指
導
面
の
陣
容
率
化
し
だ
い

に
、
会
民
舘
活
動
持
活
発
に
す
る

一せ
て
商
業
面
の
振
興
を
図
り
た
い
一

そ
の
た
め
に
貫
伝
啓
発
と
特
産
一
母
と
も
に
兼
備
し
た
優
良
主

能

の

も

の
の
大
部
分
を
実
施
す
る

一
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

-

た
め
の
必
要
な
装

雲

上

い
た
一

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一品
評
会
を
行
う
計
繭
で
あ
り
ま
す
一
よ
り
ま
し
て
、
農
業
経
営
の
合
一
ょ
う
一一百
七
十
二
万
五
千
九
百
円

一

一

な
お
、
率

直

山

設

予
定

し
て
お
り
ま
す

。

一

農
務
関
係
に
お
い
て
、
農

一

そ
の
ほ
か
農
業
の
改
良
普
及
信
一
理
化
を
図
り
た
い
所
存
で
あ
り
一巻
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

一

雑

木

林

を

人

工

林

に

一

一向
積
は
一一一
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

(

教

育

関

係

〕

告

5
1
jつぎ
に
体
育
の
函
で
は

総

一

諮

問
十

時

計

一時

間

約
九
日

立

ま
町
一
作

品

目

立

九

抑

制

部

刊

誌

一

造

川

町

内

九

日

時

計

一

九

出

町

村

吉

川

知一一
一一一
誠一
一詰臨時一一一一一一一部一……明日諮問関山川町一一世話一
世
話一

一時間一
一一一一尚一
抑制一一一一

重
で
あ
り
ま
し
て、

小
学
校
に
一

円
増
額
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ム

タ

二

米
、
麦
の
増
産
に
つ
い
て
は
、

一思
っ
て
お
り
ま
す
。

一

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
の
完
了
次
第
実
施
し
た
い
と
考
え

一

り
ま
す
。

一

長

在

役
立
て
た
い
与
え
一

位

叶

計

十

日

同

盟

諸

記

長

一

円

臨

時

泣

い

れ

い

一

立

話

伝

説

一か

長

時

的

明

日

一

災

害

復

旧

一
て

詳

十

一二
十
二
年
喜

一

つ

説

話

辻

引
お
り
ま
す
。

一

て
お
り
ま
す
。

一
一
闘
で
あ
り
ま
す
。

一
ツ
振
興
の
一

助
と
叩
た
し
た
い
と

一間
の
集
中
管
理
を
行
う
考
え
で
あ
一作
改
良

書

画
い
た
し
て
お
り
ま
一

耕
地
関
係
で
は
三
十
二
年
災
害
一
の
た
め
農
道
の
荒
腐
が
甚
だ
し
い
一
れ
に
基
き
実
施
し
て
行
き
た
い
一

部

分

林

の

管

狸

に
つ
き
ま
一

と
れ
は
少
年
の
不
良
化
防
止
の一

ま
た
危
険
校
舎
、
不
正
常
校
一
考
え
て
お
り
ま
す
4

一り
ま
す
。

一す
。

一
復
旧
事
業
第
三
年
目
で
あ
り
、

贋
一
実
情
に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
改
一
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
し
て
は
、
管
理
者
と
の
契
約
内

一

A
V川
JVh哨
Mdllfhn副
1
1v
huH
I
M山
v
h
lmr川
崎

wh
Hr
h川
v
h
H
V
h』
VLw
w
h
Jt
百
川
町
山

川

t
nv
huHWU川
H
A
r
m
-
m
H
i
-
-川
V1hMAWH川
山
川

uhMAvh
J
w
h
Av
w
m
m』
wu川
1
1
1
1
川

vhumHhAWU川

1
1
11

1川
uh
-
-

マ
昭
和
三
十
三
年
度
創
作
機
械

マ

大

村
市

警

委
員
会
条
例

青

附

一

会

に

行

わ

し

め

る

予

定

す

・

施
設
事
業
実
施
地
域
の
指
定
マ
大
村
市
議
会
議
規
則

f願
事

項

〕

…

業

者

の

金

融

難

を

緩

和

一

つ
ぎ
に
待
望
の
大
村
空
港
も

に

関

す

る

件

マ

災

害

復

旧

促

進
の

件

川

一

対

し

て

は

引

続

き

本

年

度

も

助

成

一

よ
う
や
く
完
成
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

マ
市
有
林
の
経
営
計
画
に
つ
い
マ
大
村
申
学
ピ
ア
ノ
購
入

に

関

マ

市

営

霊

場

般

車

願

の

件

川

〔

商

工

水

産

〕

一

を

な

し、

今
後
一
圏
、
丙
鮮

と

一

ピ
ル
開
設
金
二
月
中
に
は
工
事

て

承

認

を

求

め

る

件

す

る
諸
問
題
に
か
か
る
調
査

に

U
M
M
r舗
装
震
の
件
…

商

工

業

関

係

で
は
中
小
企
一
の
交
流
を
促
進
す
る
さ
つ
努
め
た
一

巻
完
了
、
四
同
に
は
い
よ
い
よ

マ
特
別
会
計
設
置
の
件
(
畑
作

の
件

配

業

の

金

融

Z
E
Eめ
る
た
一
い
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま

一

航
空
開
始
山
予
定
で
あ
り
、
産

h
臨

時

十

マ

計

担

白

河
村

山

マ

L
M
M
V改
築

延

明

方

閉

め

、

昨

年

と

問

下

融

機

関

に

対

一

す

。

一

日

訪

問

九

時

訪

れ

れ

い
し
て
予
託
を
行
い
、
ま
た
県
信
用
一
電
報
哩
諮
問
の
新
設
促
進
と
市
ι

i

一
一
計
一
…
照
明
書
一
…
…
時
間
山
一

川
で
あ
り
ま
す
。

一
観

光

商

で
は
ぺ
村
湾
の
風
光

一

算

(

第

五

号

)

に

対

す

る

利

子

補
給
の

限

度

(

間
)

川

一

一
つ
き
ま
し
で
も
一

般
市
民
の
利
用

諸

国

選

標

準

養

護

変

更

に

つ

い

て

マ

池
田
住
宅
公
民
館
建
設
に
関
…
本
市
の
特
商
品
に
つ
い
て
は
物
一
と
多
良
吊
円
震
を
合
せ
て
さ

一度
手
勘
案
し
震
度
官
庁
長

歳
入
歳
出
追
加
更

正

予

算

マ

昭
和
三
十
二
年
度
長
崎
県
大

す

る
市
有
財
産
払
下
請
願
の

川
護
裂
を
利
用
し
て
努
、
県
一
ら
に
県
立
公
園
芸
一
室
活
一し
善
処
方
を
要
請
す
不
所
存
で
す

(

第

六

号

)

村

市

歳

入

歳

出

決
算
認

定

の

件

(

問
)

川
内
外
の
宣
伝
に
努
め
る
と
と
も
に

一

周
す
る
た
め
-
埼
設
を
稽
一

マ

同

向

上

水

道

事

業

費

歳

入

歳

牛

マ

郡

川
水
利
調
整
機
関
設
置
に
川
県
の
主
摘
す
る
東
京
、
大
阪
選
一
す
る
と
と
も
い
?
肢
と
肝
不
一

漁

場

の
多

角

利

用

を

出
追
加
更
正
予
算
(
第
五
号
)
ふ
特
別
会
計
上
益
事
業
費
関
す
る
震

の

件

(同
)

…
崎
県
物
震
に
も
出
品
展
ポ
万
三
ポ
ス
ヌ
!
、
パ
ン
フ
レ
フ
ト、

一

芸
関
係
に
お
い
て
は
漁
場
の

(
一
部
修
正

)

・

モ

ー
タ
ー
ボ

L
競
走
事

マ

社
団
活
人
畏
崎
県
コ
ロ
ニ
ー
…
奨
励
す
る
よ
う
、
業
者
の
指
導
佐
一
絵
書
主
喜
作
成
レ
て
、
旦

多
角
利
用
宗
労
関
前
期
の
対
策

マ
間
和
一ニ
十
四
年
度
長
崎
県

大

業

費

・
国
民
健
康
保
険
事
業

協
会
授
産
場
並
び
に
宿
舎
建
…
行
い
た
い
と

思

い

ま

す

。

一

内
外
に
大
宮
の
観
光
地
章

一に
重
点
を
お
き
、
喜
朗
殖
の
振

村
市
特
別
会
計
律

改
良
事

費

・

公

益

皇

賞
・
砕
石
操

，
設
に
関
す
る
震
の
件
(
同
ふ
つ
ぎ
に
各
工
場
、
各
震
の
内
一
伝
し
観
党
客
の
誘
致
に
a

段
の

-興
を

(ご){君7201号ヲりよだ政

の
合
開
化
と
消
防
力
の
強
化
を

図
る
よ
う
十
分
検
討
い
た
し、

今
後、

国
蔵
補
助
の
財
源
を
確

保
す
る
乙
と
に
努
力
い
た
し
ま

し
て
、
必
要
な
消
防
機
具
の
整

備
充
実
ぞ
図
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す。

市村大〈毎月 1四.10四.20日発行)昭和 34 .~ 4月1日
(昭和33隼4月22目第三積率ちtf物語可)

渋
江
武
助
役
は
去
ゐ
三
月
二
十一

四
日
任
期
が
澗
了
し
ま
し
た
が
、
-

翌
一一
十
五
日
の
市
議
会
ご
引
続
い

て
就
任
す
る
と
と
務
澗
場
一

致
で

承
認
さ
れ、

再
保
す
れ
川
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

(庶
務
課
)

渋
江
助
校
再
任

(写
真
は
渋
江
助
役
)

舎
の
整
備
に
つ
斉
ま
し
て
は
、

国
庫
補
助
等
の
財
源
を
確
保
し

た
う
え
で
、

追
加
計
上
い
た
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

三

月

定

例

会

で

審
議
さ
れ
た
議
案

〔
議
決
議
案
〕

マ
自
動
車
等
損
害
て
ん
補
積
立

金
条
例

マ
大
村
市
印
儒
条
例

マ
大
村
市
税
条
例
の

一
部
を
改

正
ず
る
条
例
(
一
部
修
正
)

マ
大
村
市
職
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

マ
大
村
市
立
幼
稚
園
保
育
料
等

の
徴
牧
に
闘
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

マ
大
村
市
御
厨
教
育
資
金
管
理

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

マ
大
村
市
西
川
奨
学
基
金
設
置

並
び
に
管
理
及
び
支
給
条
例

を
廃
止
す
ず
め
条
例

マ
大
村
市
立
大
村
小
学
校
大
多

武
分
校
を
廃
止
し
、
大
村
市

立
東
大
村
小
学
校
を
新
設
す

る
件

マ
背
年
竿
級
開
設
に
つ
き
購
決

を
求
め
る
件

マ
市
有
林
立
木
処
分
の
件

特
に
本
町
庶
取
り
上
げ
て
尖

施
レ
た
い
こ
と
は
、
雑
木
片
を

人
工
件
、
い
わ
ゆ
ろ
刊
行
・同
時
に

株
種

一
町
険
各
行
う
と
と
も
に

成
長
量
い
多
い
優
良
品
部
方
-導

入
い
た
し
ま
し
て
門
来
内
収
入

増
加
ぞ
図
ゐ
計
闘
で
あ
り
ま
タ

機
械
力
で
畑
作
改
良

〔

農

林

関

係

〕

マ
減
償
基
金
蓄
積
停
止
の
件

マ
基
本
財
産
運
用
金
積
庚
停
止

の
件

マ
一
時
借
入
金
借
入
の
件

マ
市
債
起
債
の
件
(
三
件
)

マ
昭
和
三
十
四
年
度
長
崎
県
大

村
市
職
入
歳
出
予
算
(
修
正
一

マ
同
特
別
会
計
モ
ー
タ
ー
ボ

!

ト
競
走
事
業
費
歳
入
歳
出
予

算
(
一
部
修
正
)

マ
同
開
会
計
国
民
健
康
保
険
事

業
歳
入
歳
出
予
算
(
一

部
修

正
)

マ
問
問
上
水
道
事
業
費
歳
入
歳

出
予
算

マ
同
同
公
訴
質
屋
費
歳
入
歳
出

予
算

マ
同
聞
と
畜
場
費
蹴
入
歳
出
予

算
マ
問
問
砕
石
操
業
費
歳
入
歳
出

予
算
(
一
部
修
正
)

マ
大
村
市
消
防
団
員
給
与
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
今
津
基
地
廃
止
の
件

マ
大
村
市
国
民
健
康
保
険
条
例

マ
大
村
市
畑
作
改
良
事
業
条
例

(
一
部
修
正
)

マ
大
村
市
公
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

〔
否
決
議
案
〕

マ
大
村
市
都
市
計
画
税
条
例

容
を
十
分
検
討
い
た
し
ま
し
て

ムパ理
的
な
運
営
を
図
り
ま
し
て

山
村
部
洛
配
振
興
に
寄
与
い
た

し
た
い
ど
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
民
有
林
の
問
導
に
つ

き
ま
し
て
は
、
粗
悪
竹
林
や
、

薪
炭
林
の
林
種
転
換
を
極
刀
奨

励
い
た
し
ま
し
て
、
林
地
の
高

度
利
用
存
関
る
と
と
に
よ
っ
て

山
岡
地
区
間
の
収
入
堵
加
を
図

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
民
有
林
の
施
業
改
善
の

中
核
団
体
で
あ
る
森
林
組
合
の

消
長
は
、
森
林
所
有
者
の
利
益

に
富
山内関
係
が
あ
リ
ま
す
の
で

十
介
留
思
い
だ
し
立
し
て
、
と

れ
の
育
成
品
川
化
を
図
る
所
存
で

あ
り
ま一
u
J
C
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一聞か
ら
つ
づ
き
)

一究
を
行
い
、
将
来
の
施
策
を
た
て

に
国
立
真
珠
研
究
所
の
指
導
と
協
一る
と
と
も
に
、
漁
業
料
官
め
合
理

力
巻
得
ま
し
て
、
各
地
先
の
ホ
質
一化
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
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質
、
底
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植
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等
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係
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計
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何

日

再
川
一

畑

一

生

活

保

護

関

係

で
は
医

別

貸

費

費

世

貨

資

貸

料

一
療
扶
助
慣
が
保
護

緑
町酬
の
一
九
九

寺

分

一

一

喋

菜

室

業

一%
を
占
め、

と
れ
に
つ
い
で
生
活

ヰ

走

川

医

業

事

一
扶
助
町
一
一
二
一
一%
、
そ
の
柿
扶

助

賢

明

間

事

質

場

長

良

一
八
%
と
な
っ
て
お
り

ま

す

が

、

医

い

成

道

事

ミ

り

療

費
の
鳩
加
は
全
国
的
現
象

と

し

寸

健

民

益

畜

石

刈

;

{

て
閣
に
お
い
て
も
ア

れ

が

事

閃

並

タ

民

Z

竹

-

区
一

区

一ぴ
に
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策
に
つ
レ
で
積
々
検
討
さ
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s
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モ
国

上

公

と

砕

畑

だ

い
一れ
て
い
る
と
と
只
で
ホ
り
ま
す
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引
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Ez--z-一U船
長

記

長

年
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民

主

主

Euc--32Jl
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一

一
方
重
に
つ
い
で
は
、

な
お
本
年
度
は
、

火
葬
場
の
号

、
昨
年
に
引
続
き
実
施
す
る
計一
り
ま
す
が
順
調
に
進
み
、
本
年
度
一

J

〓
一機

関

閥

醗

鱗

醤

布

一

人
口

手
人
に
打

差

一
月

修

、
し
尿
処
理
問
題
に
つ
い
て
も
一画
で
あ
り
ま
す
。

一は
簡
易
整

除

け

ば
一
ニ
分
の
二

一

一
一一一一一

議

圃

臨

欝

錨

可

一

現

荘

で

一一九
二
二
三

人

で

県

下

市

民

各

位

の

衛
生
長
す
る
関
一
実
現
を
は
か
る
べ
く
、
厚
生
省
と
一

と
れ
は
旧
民
法
に
よ
る
家

主

議

了

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
一

ー

機
圃

園

賜

鶏

繍

欄

一
卒
均
三
一
・
六
九
人
に
比
べ
六

心
は
年
々
深
ま
り
モ
デ
ル
衛
生
の
一
折
衝
申
で
鋭
意
努
力
申
で
あ
り
ま
、心
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
旧
一月
一

な
お
、
法
務
室
遥
に
基
く
本

一

一:

議

幽

圃

醸

勝

機

織

田

と

・

六

四
人
を
上
回
っ
て

お

り

ま

強

化

、

推

進

に

伴

い

、

衛

生

組

織

す

。

一

望

去

を
廃
止
す
る
と
い
う
新

一市
の

任

襲
撃

要
す
る
一同
籍
の

一

-一

-(
ww
圃
圃
鰯
鱗
幽
帥

才

一

一
す
が
、
と
れ
は

定

市

の

特

殊

事

の

内

容

も

逐
次
充
実
さ
れ

て

お

り

一

一

民

法

の

精

神

を

つ

ら

ぬ
い
て
、

二

数
は
六
千
十
七
あ
J
ま
す
が
、

全
一

色

跡

隣

組

調

翻

繍

織

機

附

一
情
、
た
と
え
ば
室
関
係
、
病

ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
伝
染
病
の
発
一

〔
市

民

課

関

係

二

夫

婦
を
一語

成

の

基

準
に
改
編

一
部
を
完
了
さ
せ
る
灯
め
に
は
今
後
一

弘

脳

懇

繍

麟

翻

灘

鱗

露

)

一

陣

屋

、

外

国
λ
関

係

な

ど

に

生

件

数

も

威

少
し
つ
つ
あ

り

ま

す

一

一

ず

る

も

の

で
、
従
来
の一戸
籍
法
か

一な
お
数
年
か
か
る
も
の
と
予
雪

一

品

鯛

機

畿

灘

畿

瀦

機

騒

u

主

よ

あ

も

の

別

思

料

さ

れ

ま

す

の

さ

ら

に

こ

れ

を

強

力

に
推
進
し
一

戸

籍

関

係
に
お
い
て
は
一
同
一
員
て
一
大
変
革
で
あ
る
と
い
え

一れ
ま
す
。

一

繍

鱗

鰍

踊

関

側

欄

欄

鱗

ヒ

ヱ勺培法ヨヨき
;
!
3
3
3
5
j;

313日
間

将

司

河

代

行

司

法

汗

紅

淳

一河

汗

の

で

あ
り
ま
す
。

一
つ
ぎ
に

防

犯

関
係
で
あ
り

一
f

川纏
翻
翻
錦
繍
此

一

一

一

ー

!
!
:
;i
A
?，

一
ま
す
が
、
近
年
犯
罪
者
の
数
は

一

・

ぷ

幽

醗

膨

臨

麟

際

麟

欝

畿

で

何

一

〔

上

水

道

関

係

)

一
注
ぎ
、
配
水
管
の
鞍
備
を
計
画
し
一
設
の
改
善
な
ど
市
民
の
福
利
増
進
一円
を
繰
り
出
し
た
い
と
思
っ
て
お
一
る
と
と
に
よ
り、

財
政
の
健
全
一
り
ま
す
。

一
累
留
の
傾
向
こ
号
、
特
こ
背
一

一
必

醐

鵬

醐

闘

臨

棚

鱒

織

は

同

一

一
て
お
り
ま

す

。

一

の

た

め

経

費

に

一壬
百
五
十
万
一り
ま
す
。

一

性

を
確
保
す
る
と
と
に
留
意
し
一

な
お
、
建
築
、
整
備
に
要
し
た

一

t

l

l

t

一

三

;
1
田
園
醐
圃
闇
園
開
閥
鱗

鱗

織

同

一

一

一

一

一

少
年
の
犯
罪
は
全
国
的
に
激
増
一

元

山

-
¥
一一
一一
聞
園
田
醐
圃
圃
国
圃
闘
醐
融
、
一
機
縦
口

町

一

十

一
は

は

耕

三

区

間

目

前

一

給

付

範

囲

を

拡

大

一

訪

れ

ま
す
と
、

昭
和

一日

司

自

民

話

仕

一

し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り

士

¥

一副

圏

圃

醜

盤

明

ヤ

一

一

一

一

ま
す
.
と
う
い
っ
た
意
味
か
ら一

J

ーヌ
齢
即
断
E
E
E園
圃
咽
調
醐
闘
腿
甥
鱒
機
灘

{

一-
回

一
た
め
の

配

水

管

工

一

中

で

あ

り

ま

す

が

、

昨

年

度

ま

一

一

ゴ

干

六

年

度
か
ら
全
国
の
市
町
一て
約
.一一千
万
円
の
赤
字
、
さ
ら
に
一

一

Lι

雌

開
幽
圃
圃
闇
閥
鯛
髄
翻
錦
繍
機

織

巳

…
出

事
三
沢
成
果
一

で
約
六
五

%

が

完

了

し

て

お

り

一

助

産

・
葬

祭

賀

も

支

給

一

村
が
国
民
健
康
保
険
事
業
を
実
一起
債
の
償
還
金
が
年
々
相
当
額
あ
一
書
で
各
町
内
が
自
主
的
に
防
一

一…
鵬

幽

園

圏

臨

閥

麟

麟

F

一

一

一

一

一

犯
容
を
結
成
し
、
ど
き

の

一

川
-J

脳

園

田

園

園

田

園

理

観

欝

欝

捌

一

土
ず

者
得
ま
し
た
の
で
一
ま
す
が
、
本
年
度
は
行
百
個
〔J

一

一

施
し
、
国
民
皆
保
険
の
姿
が
確
一り
ま
す
の
で
、
と
れ
ら
は
現
在
の

一

一

一

J
r
i
一制
副
圃
圃
園
田
園
圃
国
関
欄
闘
関
脇
欝

臼
初
日

…
駅

一
本
年
度
は
豊
富
で

一

取
付
け
や
差
し
て
お
り
、
ト
一
(
国
民
健

康

保

険

一ぞ
れ
千
円
あ
て
給
付
い
た
す
乙
と
一

立
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

一病
院
の
収
入
の
み
で
は
容
易
に
処
一
ょ
う
山
一一干
年
に
は
連
合
防
犯
一

一
ci
l
i
-
-
i
!
j

u
E
低
廉
な
浄
水
寺
普
及
じ
た
い
と
一

君

主

君

の

実

現

に

努

め

一

関

係

〕

一に
い
た
し
ま
し
た
。

一
と
の
時
期
ま
で
仁
前
に
申
し
ま

一理
で
き
な
い
状
態
で
あ
り
ま
す
の一

組
合
カ
結
成
さ
れ
嘗
察
と
協
力
一

県

営

主

宅

の

入

居

者

募

集

月

佐

妻

、

市
内
周
辺
の
給
水
に
力
を
一

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一

一

ま
た
従
来
の
保
険
料
を
保
険
一

し
た
給
付
の
制
限
も
表
解
除
一で
別
途
の
方
法
を
講
じ
て
処
理
す

一

し
防
犯
活
動
を
推
進
心
て
き
さ

，

{
γ

4
日
一
ー

一

間
民
健
康
保
腕
事
業
に
つ
い
て
一

税
に
改
め
、
法
の
示
す
基
単
と

し
て
い
き
た
い
所
存
で
あ
り
ま

一る
万
針
で
あ
り
ま
す。

一

次
第
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら

t
一

六

日

カ

ら

九

日

ま

で

受

付

仲
間
内

一
五
万
円
程
度
の
伸
び
を
み
ま
し
た
一
は
、
昨
年
末
国
会
に
お
い
て
可
決
一

従
い
適
正
な
保
険
君

事

一

宅

-

議
会
長
か
れ
ま
し
で
も
、

一

市
民
の
防
犯
に
対
す
る
関
心
を
一

守

E

例
制
対
モ
ー
タ
ー
ド

i
一
と
の
た
め
に

一壬

一百
五
十
万
一
さ
れ
室

一
月
一
日
か
ら
得

さ

一

大
き
な
関
心
を
も
た
れ
、
調
査

一

強
め
、
各
種
犯
罪
の
撲
滅
議

一

県
で
は
市
ト
白

7

3
f
一人
に
つ
き
午
円
巻

首

相

丘

、

一手

業

関

係

二

円
還

の

会
計
に
告
す
と
と
が
一
れ
た
新

正
実
胞
を
期
す
ず
の
た
め
関
係
諸

機
関
と
の
連
絡
そ
密
に
し
て
被

保
護
世
帯
の
生
活
指
導
、
自
立一
を
う
け
て
保
育
に
欠
け
る
乳
幼
児

更
生
の
助
停
援
助
に
重
点
を
お
一
を
預
か
っ
て
日
々
の
保
育
に
努
め

き
ま
た
実
態
の
把
握
に
努
め
濫
一
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。

給
漏
給
の
未
然
防
止
に
努
め
た
一

ま
た
翠
節
保
育
所
に
つ
い
て
も

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
本
年
度
も
引
続
き
実
施
し
た
い
考

児

童

福

祉
の
面
に
お
き
ま
一
え
で
あ
り
ま
す
。

し
て
は
、
市
立
池
田
、
三
誠
、
中
一

児
童
に
健
全
な
遊
び
場
を
与
え

央
の
各
保
育
所
お
よ
び
私
立
萱
瀬
一
て
、
そ
の
健
康
を
増
進
し
情
操
を

保
育
所
に
お
い
て
保
護
者
の
委
託一
豊
か
に
す
る
目
的
で
現
在
市・
立
の

一申
央
児
童
遊
園
を
建
設
中
で
あ
り

一
ま
す
が
、
と
の
ほ
か
に
児
童
の
遊

一び
場
腕
設
を
地
区
の
協
力
に
よ
り

本
年
度
も
用
設
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
衛
生
組
織

の
充
実
へ

自
立
更
生
に
援
助

にこ二J

写真は大村駅前の舗装(3月上旬)
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ん
八
工
巣
ね
ら
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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外
出
の
と
き
は
必
ず
カ
ギ
を
。

農

事

メ

モ

三
月
中
旬
号
の
本
欄
で
、
甘
藷

麦
間
挿
苗
法
に
つ
い
て
、
少
し

ふ
れ
ま
し
た
が
、
す
で
に
藷
伏

せ
を
す
ま
せ
、
周
到
な
管
理
を

行
な
っ
て
お
ら
れ
る
と
と
で
し

ょ
う
が、

育
苗
の
成
否
は
、
つ

ぎ
の
点
で
決
ま
り
ま
ず
か
ら
日

々
の
管
理
を
忘
れ
な
い
よ
う
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず、

芽
が
出
る
と
ち
ょ
っ
と

の
油
断
で
、

芽
を
焼
い
て
台
な

し
に
お
り
ま
す
。
晴
天
の
日
に

は
ビ
ニ
ー
ル
を
開
放
し
て
換
気

を
は
か
る
。
ビ
ニ
ー
ル
李
鵬
世
っ

て
い
る
の
で
混
気
が
あ
ゐ
よ
う

に
思
え
る
が
、
乾
燥
し
丹
ぎ
た

場
合
が
多
く
、
再
伸
び
が
思
〈

な
る
か
ら
、
見
は
か
ら
っ
て
潜

水
を
良
ぐ
行
う
乙
と
。
夜
間
は

冷
込
み
ま
ず
か
ら
、
ム
シ
ロ
で

覆，っ
と
と
戸
盟
業
改
良
普
及
所
)

社
会
事
業
に
桝
贈

大
村
市
抗
出
津
郷
ニ
三
九
番
地、

福
出
正
行
氏
は
亡
父
伊
雄
氏
の
忌

明
と
し
一

三
千
円
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。



シ
統
い
の
献
上
口
聞
を
受
付

(四J'(第206号)りよアご政市村大(毎月.18.10日.初日 .発行}昭和33年 4月1a 
(昭和33年4月22臼第三極叫便物認可)

ζ 存じです;か

ム昭和三十三年五月一日に法律が改正

ざわ、赤ちゃんの生れた時の体震が-

2.500グラム以下の場合(未熟児)

は出生届 とは別に、ただち仁赤ちゃ

んの保殺者は保健所長に未熟児とし

て届出る義務があります。

とれによ って侭促婦や職員を押辿

して、必要な指導をするとにな って

いま す。 (保険衛生課)

ピ
ス
ト
ル

吹

矢

ム市外より の転入に関する世間;台帳登

録手数料は三十河。 (市民課)

遊
び
は
あ
ぶ
な
い

お
父
さ

ん
た
ち
も
気
を
つ
け
て

最
近
小
、

中
学
生
向
悶
で
、
け

ん
銃
等
類
似
品
の
玩
具
者
作
り

も
て
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、
不

民
に
な
る
よ
う
な
大
ケ
ガ
を
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
は
装
C
ん
し
た

弾
薬
が
爆
発
し
た
た
め
で
あ
り

皇
太
子
御
成
治
記
念
に

四
月
十
H
の
虫
太
子
殿
下
の
御
一も

ωほ
お
受
げ
し
な
い
、
と
い
う

成
明
持
お
例
い
す
る
行
一酬
が
合
同

一乙
と
に
な
「
て
い
支
す
の
で
ご
留

?
予
定
ヌ
れ
、
当
H
は
服
い
を
呈

一意
く
だ
き
い
。

す
すつ
も
り
シ
思
わ
れ
ま
す
が
、
さ一

的
確
奨
に
h
た
る
も
の
⑦
著
し

ら
に
仰
凶
肝
や
祝
?
っ
持
味
で
、
民
一く
高
価
な
も
の
向
売
名
賀
伝
に
利

閃
か
心
以
上
J

山手
受
け
ら
れ
る
日

一周
さ
れ
る
お
J

ぞ
れ
の
あ
る
も

ω④一

常
内
パ
か
ら
県
骨
凱
じ
て
通
知
が

一献
上
を
目
的
と
し
て
不
特
定
多
数
一

あ
り
ま
し
た
。

一の
も
り
か
り
詩
集
し
た
も
の
①
動
一

今
聞
は
特
に
簡
素
化
也
官
官
と
す

一植
物
-制
飲
食
物
川
銃
砲
、
万
剣
類
一

る
御
成
婚
だ
げ
に
、
華
美
、
高
価
一③
地
金
語
、
現
金
お
よ
び
証
券
類
一

-
E

-i
=
-z-

な
も
の
だ
ど
特
に
制
限
さ
れ
て
い
一
①
骨
室
、
家
宝
に
属
す
る
も
の
⑪

ま
す
の
で、

M
上
希
望

ω万
ほ
っ

一そ
の
他
献
上
品
と
し
て
不
適
当
の

ぎ

ω事
項
者
お
宵
み
の
ろ
え
内
月

一ら
の
。
と
な
っ
て
い
ま
す
。

九
日
ま
で
に
市
庶
務
課
あ
て
申
出

一

(

庶

務
課
)

て
く
さ
い
。

一

l
i
l
1
1
1
1
1

〈
献
上
巾
諸
川
」
引
は
時
業
、
陀
所
、

一香

時

短

し

を

社

下

久

原

名
称
ヨ
た
は
氏
名
と
品
問
お
よ
び

一会

福

祉

施

設

ヘ

郷

林

常

数
問
、
献
上
先
(
天
皇
、
皇
后
同

一雄
氏
は
二
円
町
凶
い
は
亡
盤
文
岩
吉

陛
「
、
皇
太
子
、
同
妃
同
殿
下
)

一氏
の
一
思
明
仁
際
レ
、
市
立
敬
老
院

を
記
械
ず
る
こ
と
。

一に
金
一一
下
円
、
市
立
保
育
所
に
三

特
に
献
土
品
の
な
か
じ
つ
ぎ
山

一千
円
ぞ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

ま
す
が
中
に
は
そ
の
玩
具
ぞ
暴

行
す
る
目
的
で
持
っ
て
い
た
例

も
あ
り
、

乙
れ
は
兇
惑
な
犯
罪

に
用
い
ら
れ
る
お
そ
れ
が
多
分

に
あ
り
ま
す
の
で
、
事
故
の
未

然
防
止
ど
犯
罪
の
防
止
に
協
力

し
て
く
だ
さ
い
。

金

使
い
が
荒
く
な
っ

ま険小十筒ブる演が 円 O て逮(てにて発玉 ム 銃間三内 O
しな 鳥個と長吹し赤 無:おす十あ時あ 射 のを把径才 で
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と叉簿録なは調 符i際乙タ1 を しも 基わ 補

j申申に申 講究?iq主会等z主在室2童
話 s'青登請 充む た そ翻い すに保な符i際 挙
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補
充
選
挙
人
名
簿
の
申
請

期
間
後
は
絶
釣
だ
め

春
季
百
日
咳

・

の

ら

ジ

フ

テ

リ

ア

(混

7

ゆ

合
接
種
)
の
予
防

川

町

接

種

を

つ

ぎ

の

と

川

1
』

お
り
実
施
し
ま
す

け
.• 

の
で
、
該
当
者
は

田

d

a

洩
れ
な
く
受
げ
て

ジ
撞
く
さ
て
。

1

・
4

〈
犬
J
E
し

・
1
接

A
該
当
者
第
一

t

・

1
期
接
種
(
初
回
免

同
H

附
W

疫
)
生
後
三
カ
月

百

予

か

ら
生
後
六
カ
月

ま
で
の
も
の
(
一
ニ

有
資
格
者
は
補
充
名
簿
に
登
録
を

日
以
前
か
ら
大
村
市
に
住
所

を
有
す
る
者
「
¥
昭
和
十
四

年
四
月
十

一
日

ま
で
に
生

れ
た
者
で
、

現
在
有
効
な
基
本

選
挙
人
名
簿
に
登
録
資
格
が
な

か
っ
た
者
、
お
よ
ぴ
資
格
が
あ

っ
て
登
録
も
れ
の
者

申
請
期
間

昭
和
三
十
四
年
四
月
十

に
で
き
ま
せ
ん
の
で
と
の

点
特
に
ど
注
意
く
だ
さ
い
。

懸

議

会

議

員

選

挙

の

場

合

一
日
か
b
四
月
十
三
日

ま
で

(三
日
間
)
で
午
前
八

時
三
十
位
か
ら
午
後
五
時
ま
で

の
お
手
も
と
に
届
く
よ
う
に
配

布
す
る
予
定
で
す
が
そ
の
乙
ろ

吉
伸
一
入
場
券
が
手
も
と
に
聞
か

な
い
人
U
、
一
応
名
縛
め
貫
録

も
ハ
と
思
わ
れ
ぷ
ヨ
の
で
、

一該
当
者
は
四
月
十
三
日

ま
で

に
必
ず
選
挙
材
班
一安
員

会
か
出
限
所
ヘ
申
し
出
じ
く
だ

一

ぷ

{-

o

h

;矧問中名こ

の

閲

覧

も

同

時

に

一

ま
た
し川
光
ん
い
ん
川
ル
申
詩
期
間
中
、

現
在
有
効
の
忠
弘
人
名
簿
を
一

般

の
閲
覧
に
供
し
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

V
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外
出
が
今
γ

く
な
り
成
績
な
か
っ
た
友
達
が
た
ず
一
不
良
じ
み
た
友
だ
ち
が
し
ば
し
ば
一
読
み
物
に
気
を
配
る
べ
き
で
し
ょ
一
て
き
た
よ
う
で
す
が

が
落
ち
て
き
て

い

る

よ

ね

て
く
る
よ
う
で
す
が

一
訪
れ
る
場
合
は
危
険
で
す
か
ら
、

一ぅ
。
病
気
で
な
い
限
り
、
夕
食
の

一不
良
化
の
多
く
は
映
函
館
や
ダ
ン

う
で
す
が

-平
供
の
机
の
ひ
き
だ
し
ゃ
、
手
箱
一
ど
ん
な
友
だ
ち
と
遊
ん
で
:
か
一時
は

一審

議

案

え

食

事

豆

ス

ホ

l
ル
な
ど
に
出
入
し
て
金
銭

の
中
に
借
り
た
ら
の
か
、
も
ら
っ

一
常
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
c

一ち
ど
お
し
が
る
も
の
で
す
。

一

よ
く
、
き
ょ
う
は
均
友
た
ち

〉

芳

一

一

一
の
む
だ
使
い
を
す
る
こ
と
か
ら
始

σ

た
も
の
か
、
貿
勺
た
も
の
か
、
わ
一
読
み
も
の
が
違
っ
た
り

一
も
し
夕
食
時
に
空
腹
を
訴
え
な
い
一

ア

試

験

勉

強

号

す

る

と

か

、

ま

こ

一

一

一

ま
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

ァ
.
け
の
解
ら
な
い
品
を
発
昆
し
た
場
一
夕
食
に
も
余
り
空
腹
を
一
場
合
は
、
身
体
の
調
子
が
悪
く
な

一

は

ク

ラ

ス

会

が

あ

る

と

か

、

、

ろ

一

一

一

し
た
が
っ
て
令
銭
の
む
だ
使
い
と

文

し

合

は

、

ど

乙

ま

で

も

突

っ

と

ん

で

一

訴

え

な

い

し

、

煙

草

や

一い
限
り
間
食
が
過
ぎ
た
結
果
と
思

ど

い

ろ

な

用

件

に

か

乙

つ

け

て

外

出

一

一

一
方
良
行
為
と
は
殆
ん
ど
っ
き
も
の

た
だ
す
べ
斉
で

す

。

一

酒

を

の

ん

て

い

る

よ

う

一わ
れ
ま
す
。

F

し
た
が
る
と
と
が
あ
h

り

ま

す

。

外

一

一

一
で
あ
る
と
も
雷
え
ま
す
。

最
近
少
年
の
万
引
や
か
っ
ぱ
ら
い
一
に
み
え
ま
す
が
一
乙
の
よ
う
な
場
合
は
家
財
を
持
出
一

出
の
理
由
も
告
げ
ず
、
ま
円
そ
れ

一

一平
素
か
ら
山
納
得
の
記
入
を
習
慣

を
た
だ
す
と
反
抗
的
態
度
?
捨
て

な

ど

が

し

て

い

る

場

一づ
け
る
な
ど
し
て
、
む
だ
使
い
を

ぜ
り
ふ
を
し
て
、
け
ん
制
す
る
子
多
い
か

青

少

年

の

不

良

化

診

断

〔

下

〕

合

が

あ

り

ま

一し
な
い
よ
う
に
経
済
観
念
を
育
て

う
な
場
合
は
、
既
に
不
良
の
頼
度
一ら
、

と

;

す
の
で
注
意

一る
乙
と
が
大
切
で
す
。

が
相
当
選
ん
で
い
る
場
合
が
多
い

一き

お

リ

年

頃

の

子

供

を

持

つ

父

兄

に

警

告

し

な

け

れ

ば

一

(
犬
村
警
察
署
)

よ
ろ
で
す
。
病
気
そ
の
他
の
理
由
一
子

ど

も

な

り

ま

せ

ん

一

1

1

1

1

1

1

1

町

、

、

、

一桑
園
成
木
蚕
業
青
壮
年
研

の
な
い
の
に
学
業
の
成
績
が
著
し
下
気
付
か
れ
ぬ
よ
つ
に
勉
強
季
五
頃
の
少
年
は
猟
奇
的
な
読
み
物

一最

近

煙

車

還

し

雲

飲

む

と

品

評

会

究

会

(

会

長

宋

ぐ
低
下
す
る
場
合
は
、
た
い
て
い

一机
の
申
重
る
乙
と
が
大
切
で
す
一
巻
好
ん
で
読
む
よ
う
に
な
リ
ま
す
一
年
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

一同
則
安
氏
、
会
員
十
六
人
)
で
は

学
校
を
サ
セ
て
遊
び
歩
い
て
い

一ま
じ
め
な
主

な

ら
ば
ぷ
と
玄
一

て
心
に
勉
強
し
て
い
る
よ
う
に
み

一未
成
年
者
の
喫
煙
は
不
良
化
の
第
了
一
月
二
十
一
一
百
池
田
郷
菜
園
成

る

よ

弓

で

す

。

長

か

ら

た

ず

ね

て

く

る

が

、

患

い

一せ
か
け
て
、
カ
ス
ト
リ
難
事
笠
一
歩
で
あ
っ
て
、
と
か
く
乙
う
土
木
品
評
会
を
開
き
ま
し
た
。
参
加

と
の
よ
う
な
場
合
は
す
ぐ
学
校
と

一

一
た
場
合
は
、
便
所
な
ど
で
人
自
を
一

一友
達
に
限
っ
て
裏
口
や
も
の
か
げ
一
偵
小
説
に
読
み
ふ
り
っ
て
い
る
と
一
一
桑
園
は
二
十
一
筆
で
審
査
の
結
果

連
絡
し
て
、
そ
の
原
因
を
確
め
る

一

一

一

盗

ん

で

喫

煙

す

る
も
の
で
す
か
ら
一

一な
ど
か
ら
U
笛

で

合

図

を

し

て

、

一

と

が

あ

る

の

で

、

こ

の

よ

う

な

と

一

一

つ

ぎ

の

三

名

が
入
賞
し
ま
し
た
。

必
要
が
あ
リ
ま
す
。

一

一

、

一

洗

濯

や

掃

除
の
際
に
よ
く
気
を
配
一

一連
絡
し
た
リ
誘
い
出
し
に
来
る
も

一き
は
よ
ぐ
学
業
を
な
ま
げ
た
り

一

一

①

大

塚

幸

人
②
川
添
昇

③
中
島

持
っ
て
い
る
也
の
が
お

一の

で

す

。

一

京

一

純

な

異

性

交
友
に
走
る
と
と
が

τめ
必

要

が

あ

り

ま

す

。

一

辰

見

実

関

安

か

し

い

し

今

ま

で

み

一乙
と
に
年
令
の
違
っ
た
学
生
と
か
一
あ
り
ま
す
の
で
、
君
子
ど

も

の

(

農
林
謀
)

申
請
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

昭
和
三
十
四
年
一
月
十

週
間
お
き
三
回
接
種
)

第
二
期
接
種
(
追
加
免
疫
)

初
同
免
疫
後
十
二
カ
月
か
ら

f
/

カ
月
ま
で
の
も
の
(
接
種
凶
の
い

ず
れ
か
の
日
に
一
回
)

ム
接
種
料
金
一
人
一
回
当
り
ニ

十
円

A
実
施
場
所
と
日
割
別
表
の
と

お
り
当
日
は
必
ず
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。(
保
険
衛
空
課
)

申

請
期
間

昭
和
三
十
四
年
四
月
二

十
三
日
か
目り

四
月
二
十
凶

日

ま

で

(
二
日
間
)
で
午
前

八
時
J

a

十
分
か
ら
午
快
五
時
ま

で

市

議

会

議

員

選

挙

の

場

合

申
請
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

申
請
の
方
法

い
ず
れ
あ
所
定
lu
登
出
向
前
四
百

用
紙
に
よ
り
、

大

村

市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
た
は

関
係
出
議
所

に
即
諾
す
る
こ
と
。

申
請
諮
問
紙
は
、

選
挙
一
一
日
開
設

員
会
事
務
同
ま
た
は
出
張
所
に

備
え
つ
け
て
あ
し
ま
す
。

昭
和
三
十
四
年

一
月
二

十
二

日
以
前

か
ら
大
村
市

に
陀
所
を
有
す
る
者
で
、

昭

和
十
四
年
四
月
二
十
三

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

投
票
所
の
入
場
指
は
、
四
月
五

日
か
ら
十
H
頃
ま
で
に
皆
さ
ん

(
選
挙
管
理
要
員
会
)

現
在
有
効
な
基
ぷ
選
挙
人
名
簿

お
よ
び
補
充
選
挙
人
名
簿
に
登

録
資
格
か
な
か
っ
た
者
お
よ
び

資
格
か
あ
っ
て
登
録
も
れ
の
者

注
意

実
施
場
所

第
三
回

農
村
工
業
指
導

第
一
回

第
二
回

農
林
省
農
何
工
業
間
消
所
(
山

形
県
新
庄
市
)
で
は
昭
和
三
十
四

年
度
の
鱒
習
生
を
つ
ぎ
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。

ム
出
願
書
類
提
出
期
限
(
県
庁
へ
)

農
産
加
工
料
四
月
十
日

主
毛
加
工
料
十
月
寸
日

乙
そ
配
他
く
わ
し
い
r
L
と
は
挫
林

課
へ
わ
た
ず
ね
く
だ
古
い
。

(
農
林
課
)

三

浦

分

院

4
月
口
U
M

鈴

回

出

限

所

4
月
M
日

市

役

所

4
月
M
U

中

央

公

民

館

4
月
打
臼

池

田

敬

老

院

4

月

初

日

市

立

病

院

4
月
幻
日

竹

松

出

張

所

4
月
げ
日

茸

瀬

出

限

所

4
月
日
H

福

重

出

張

所

4
月
7
日

松

原

出

張

所

4
月
刀
臼

時
間
は
午
後
一
時
か
6
三
時
ま
で

5
月

m日

5
月
初
日

5
月
初
日

5
月

m日

6
月
1
日

5
月
uo
日

所
講
習
生
募
集

5
月
7
日

5
月
7
日

5
月
8
日

5
月
日
日

5
月
M
M

5
月
8
H

G
同

2
日

5
月山
U
U

5
月
訂
口

5
月
刊
U

5
月
J
U
H

5
月
6
日

5
月
お
日

5
月
8
日
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高
校
生
に
奨
学
金

申
込
は

4
月
間
日
ま
で

成
績
健
秀
な
高
校
生
(
新
入
生

を
含
む
)
で
経
済
的
理
由
で
修
学

が
閃
難
な
者
に
奨
学
資
金
ぞ
貸
与

し
ま
す
。

ム
資
格

φ
大
村
市
民
ま
た
は
、

そ
の
子
女
で
高
等
学
校
に
在
学

中
の
者
∞
品
行
方
正
、
学
業

成
樹
優
秀
で
身
体
強
健
な
者

①
経
済
的
理
由
で
学
資
の
支
弁

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者

ム
奨
学
金
①
一
人
千
円
(
年

一

万
二
千
円
)

ω貸
与
の
期
間
は
、
そ
の
学
校

の
正
規
の
修
業
期
間

⑦
奨
学
金
は
無
利
子
、
償
還
は

貸
与
の
終
了
し
た
翌
月
か
ら
六

カ
月
据
置
き
、
貸
与
の
期
間
の

ご
倍
の
期
間
内
に
年
賦
支
た
は

月
賦
で
償
還
す
る
乙
と

ム
募
集
人
員
十
名

ム
申
込
四
月
十
五
日
ま
で
に
市

教
委
社
会
教
育
課
へ
(
市
教
委
)

会
長
賞
)
二
席
二
名
(
大
村
市
長

捜祭りの宣伝をかねて

市
一真
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

で
は
一
狙
い
は
大
判
桜
を
主
材
と
し
て
一
賞
)
ニ
席
四
名
(
犬
付
市
長
賞
)

閣
時
一
一
回
み
て
系
村
の
桜

o
だ
と
わ
一
ム
審
査
は
市
で
専
門
李
委
嘱

L
H
H

一か
る
よ
う
な
も
の
で
、
観
光
大
村
一
し
て
行
う
。

聞

を

一

一

機
会
一
の
宣
伝
に
役
立
つ
も
の
け

一
ム
応
募
上
の
枠
内
意
と
し
て
作
品

に
市
一

ム
作
品
は
凶
つ
切
り
に
限
り
ま
一
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
デ
ー
タ

内
外
一
す
。
(
台
紙
し
は
貼
ら
な
い
)
一
ー
を
記
入
の
う
え
応
募
珂
苓
は
る

か
ら
一

A
締
切
り
は
四
年
二
十
同
で
、
一
と
と
。
昨
品
は
返
却
し
な
い
。
な

集
る
一作
品
は
市
商
工
水
産
課
か
巾
内
各
忘
作
品
の
原
版
を
提
供
す
る
。

観
桜
一
写
真
材
料
庖
に
お
送
り
く
だ
さ
い
一

一

一

く

わ

し

い
と
と
は
商
工
水
産
課

客
を

一

ム
発
表
は
包
月
十
日
で
、
市
政
一

対
象
一
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。
一
あ
て
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

に
観
一

A
表
彰
は

一席

一

名

(

大

村

市

一

(

商

工

水

産

課

)

光
写
一
長
賞
、
副
賞
と
し
て
大
村
観
光
協
-

大村市内の観光写真を度募


